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被害までの流れ（一例）

～金塊を騙し取る被害が発生～

令和７年７月28日発行
埼玉県警察本部
生活安全総務課

埼玉県県民生活部
防犯・交通安全課

警察官などを装った人物が「金塊を購入するように」と指示し、
被害者に金融機関窓口で金塊販売業者に高額な振り込みをさせ、
購入した金塊を騙し取る被害が、県内を含め全国で発生しています。

警察官を騙る詐欺に注意！

□ 守秘義務があるなどと言われていないか

警察官などを装う人物と（から）・・・

□ SNSのメッセージやビデオ通話でやり取りをしていないか

□ 犯罪の疑いをかけられたり、警察手帳や逮捕状の画像を
見せられていないか

① 警察官などを装う人物から

犯罪の疑いを晴らすため、預金の全て
を金塊に交換してください。

金融機関窓口で、振込理由を聞かれ
たら「金の価格が上昇しているため
投資したい」と説明してください。

② 被害者

・ 金塊販売業者に購入申込
・ 金融機関窓口から支払い（振込）
・ 届いた金塊を犯人に手渡し

被害発生！

・ 空港職員・空港警備員・郵便局員
□ あなたが送った荷物（あなた宛てに届いた荷物）を調べたところ、通帳
やキャッシュカードが多数入っていた。
□ 通帳などを送付（受領）するのは犯罪
□ あなた名義の落し物が拾われている。警察に繋ぐ。

その他の騙り手口

・あなたに詐欺の容疑が掛かっている。
・身の潔白を証明する必要がある。
・あなたの資金を調査する。
・預金を指定する口座に移す必要がある。

従業員やご家族が被害に遭わないために注意喚起をお願いします！

警察官などを装う人物


